
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）
を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含み
ます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所
以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが
期待される内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 平成24年3月31日

評価機関名 株式会社　Ｒ－ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

法人名 特定非営利活動法人うえん会

訪問調査日 平成24年2月12日

事業所名 グループホーム銀の鈴２号館

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1490600077

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞



㈱R-CORPORATION外部評価事業部自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成24年2月26日

事　業　所　名

（ 240-0035

名

名

名

9 名

1 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

平成２３年度

株式会社R-CORPORATION

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成21年10月1日指 定 年 月 日

平成24年3月31日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号

Ⅴ アウトカム項目

評 価 結 果
市町村受理日

平成24年4月16日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

①NPO法人うえん会が経営する2つ目のグループホームであり、「銀の鈴」の地盤と実績があ
り、地域との友好的な関係は強い。「銀の鈴」とは７，８０メートルしか離れておらず、お
互いに助け合い乍ら事業を展開している。管理者は法人理事長の実娘であり、管理者の強い
意向で１ユニットでのホームとした。理念は、「銀の鈴」と同様、「心のケア」実践に向
け、利用者最優先の姿勢でケアを展開している。職員に対しても、福利厚生の充実に努め、
資格へのチャレンジの勧め、資格手当設定など配慮し、職員もケアの為に自らの特技を生か
し、精一杯ケアに努め、相互補完の良い体制が出来ている。また、利用者のケアのサポート
として、音楽療法の先生に協力を頂いている。立地はJR保土ヶ谷駅からバスで20分位の所に
あり、建物は２階建てで１Fが１ユニットのホーム、２Ｆが会議室、職員の休憩室となってお
り、2Fに繋がって屋上が広く展開されている。この屋上及び会議室を利用して、勉強会、講
演会、演芸などのイベントを行い、「銀の鈴」、「銀の鈴２号館」の利用者、ご家族、ご近
所の方、自治会の方などが集い、楽しんでいる。
②地域・ご家族との関係は、非常に良好である。ご家族との関係は、ホームと共にケアして
頂いており、良いこと、悪いこと何でも職員に話してもらえる体制が出来ている。自治会と
の関係では、「銀の鈴」と合同で行なっており、相互に、敬老会へのご招待等、行事への参
画やご近所の方がホームのイベントに参加することが自然に行われ、ホームのイベント時に
は自治会のテント、机等を貸して頂く等、親密な関係が確立している。昨年は外部評価調査
当日が東日本大震災の日であり、職員、利用者と同じ屋根の下にいて、管理者はじめ職員の
緊急時対応を見る機会を得たが、落ち着いた対応で、揺れる中で調査を全うして頂き、帰路
についた。その後、計画停電時に自治会から発電機１台を貸してもらったことを聞き、自治
会との友好の度合いが伺える良い話である。また、この震災を教訓に備蓄の充実についても
再確認出来た。介護計画等については、ケアマネ協会の方式を採用し、評価実績表を中心と
して、実績表に利用者の観察、日常の課題、本人・ご家族の意向を全て集約し、これを基に
介護計画書素案を作成し、ご家族と相談し、課題を検討し、３ヶ月の実施を試み、その評価
を判断し、修正等を行なうようにしている。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

36 ～ 55

56 ～ 68

）

神奈川県横浜市保土ケ谷区今井町892番地1

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

15 ～ 22

23 ～ 35

自己評価項目

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

　□　小規模多機能型居宅介護

平成24年2月1日

サービス種別

定　 員　 等

グループホーム銀の鈴２号館

登録定員

通い定員

宿泊定員

定員　計

ﾕﾆｯﾄ数

特定非営利活動法人うえん会

1490600077
平成21年10月1日

所　　在　　地

●行事やお楽しみ会は年度当初に計画を立て、ご利用者様、ご家族様、自治会、近隣の皆様、ボラ
ンティアさん、職員一同一緒になって　 楽しいひと時を過ごしたり、社会的リハビリの活動を持たせ、
いきいきと日常生活を送り信頼関係を築いている。
●ご家族様と、地域の皆様のご協力により、地域の一員としてその人らしく生活できる介護支援の工
夫をしている。
●管理者と職員は、実践と理論を重ね合わせるため、資格試験に挑戦したり、ホーム内外の研修に
励んでいる。



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 ○ 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム銀の鈴２号館 事業所名

 ユニット名

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向け

て
期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

法人の理念の一つに｢地域の一員として生活できる介
護支援｣を掲げ、地域の中で家庭的環境を作りその人
らしく暮し続けることを支えている。また管理者と職
員はその理念を共有して実践につなげられるよう話合
い、サービス提供に反映している。自治会とは備品を
借りるなど地域と交流し、地域の一員として生活して
いる。

法人の理念の一つに｢地域の一員として生活できる介
護支援｣を掲げ、地域の中で家庭的環境を作りその人
らしく暮し続けることを支えている。また管理者と職
員はその理念を共有して実践に繋げられるよう話合
い、サービス提供に反映している。次世代を見据えた
介護をを目指しているが、職員に資源を把握して活用
する力がついてきており、力が形となって見えてきて
いて、１人１人がその人らしく過ごして頂けている。

今後の継続

今井町自治会主催の行事には積極的に参加し、銀の鈴
主催の行事には自治会と近隣の皆様をご招待してい
る。特に畑仕事や音楽会などに相互に招待しあってい
る。また、避難訓練、消火訓練は自治会と近隣に協力
を依頼し実施しており、双方向の関係を作っている。

自治会に加入し、納涼祭、盆踊り、敬老会などへ参加
し、銀の鈴主催の行事（納涼祭、バーベキュー大会）
への地域の方をご招待など相互に招待し合っている。
ホームの行事の際には地域の一員として自治会のテン
トや備品をお借りする等、友好な関係が築かれてい
る。また、避難訓練、消火訓練は自治会と近隣に協力
を依頼し実施しており、双方向の関係を作っている。
自治会主催の清清掃活動にも参加し、地域住民と自然
な形で交流が図られている。

今後の継続

運営推進委員に近隣住民2名、民生委員1名、地区セン
ターの主任ケアマネが参加され、地域と双方向に意見
を交わしている。近隣の人と畑を一緒に作って、季節
の果物や野菜を頂いたり、また、区民会議の福祉部会
の方々の訪問交流などを行い、認知症の人の理解や支
援の方法を地域の人々に向けて発信している。またご
利用者様が地域の清掃活動や収穫など、積極的に外に
に出て行くことによって、更にはたらきかけを強めて
いる。

年間6回の運営推進会議では、利用者やサービスの様
子、評価への取り組みなどについての報告や、方法な
どの検討をしている。地区センター、自治会館、防犯
センター、地域の学校など様々なサービス提供の方法
を話し合ったり、家族とのふれあいの方法や個人情報
などについても話合いをもっている。また、取り組み
や行事後に、モニターとしても評価、助言を戴いて双
方的な会議としている。

運営推進会議は年間６回実施している。メンバーは地
域代表（３名）、民生委員、ご家族代表（４名）地域
包括支援センターの方それに銀の鈴、銀の鈴2号館の
関係者で２ホーム合同の運営推進会議として開催して
いる。利用者やサービスの様子、評価への取り組みな
どについての報告や、方法などの検討をしている。記
録は保土ヶ谷区役所窓口に届けて報告し、頂いた意見
やアドバイスはサービス向上に活かしている。

今後の継続

区の福祉局や、市の高齢者福祉局に行き来する機会を
作り、行政と共にサービスの質の向上に取り組んでい
る。障害者手帳の申請や自立支援の更新、介護認定、
生活保護担当と相談連絡をまめにしており、毎月訪問
している。運営推進会議議事録を区の担当者に届け、
実情や取り組みをを伝えている。

区の福祉局や、市の高齢者福祉局に行き来する機会を
作り、行政と共にサービスの質の向上に取り組んでい
る。障害者手帳の申請や自立支援の更新、介護認定、
生活保護担当と相談連絡をまめにしており、毎月訪問
している。単身の生活保護受給利用者が複数入居して
いるため、生活扶助や医療扶助など個別の状況を相
談・報告を積極的に伝えている。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向け

て
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

管理者と職員は、高齢者虐待とは具体的にどのような
事を言うのかを学んでいる（高齢者虐待防止法第2条3
項,4項)。ホーム内に虐待防止についてのポスターを
貼って、防止に努めている。利用者が何でも話せる環
境づくりと体に痣などができていないか入浴時などに
観察している。また、職員のストレスが溜まらないよ
うにも配慮している。

職員2名が社会福祉士として、権利擁護について職員
に研修を行っている。ケアプラン会議などで個々の権
利擁護の事業や制度の必要性を関係職員と話し合った
り、地域ケアプラザの主任ケアマネやご家族などとも
話し合う機会を設けている。訪問理美容利用権(対象
者)の申請をしたり、成年後見制度を活用している利
用者に担当がついて支援している。

契約の締結、解約又は改訂等の際は、時間をか
けてご利用者様や家族と面会し、不安や疑問を
尋ね、十分に説明を行い理解納得を図ってい
る。

意見、不満、苦情のホーム内窓口(意見箱)を作り、い
つでも無記名で受け付けをしている。また、外部の苦
情受付窓口の存在を玄関に張っている。苦情等あった
時は、記録をし運営に反映させ、迅速に対応し、それ
らを運営に反映させてサービスの質の確保と向上に努
めている。家族の面会時には暮らしぶりを伝え変化が
あれば知らせている。家族会や運営推進会議におい
て、運営について意見や苦情を述べる機会を作ってい
る。また、利用者へも配慮し、アンケートを取って意
見があれば運営へ意見を上げられるようにしている。

利用者の意見、要望は日頃のケアの中から吸い上げ、
ご家族の意見、要望は、家族会、運営推進委員及び来
訪時の面談から吸い上げている。また無記名で意見、
要望を言えるよう、意見箱を設置し、外部の苦情受付
窓口についても玄関に掲示し、苦情等があった場合
は、記録を行ない、迅速に対応し、それらを運営に反
映させるよう努めている。家族会や運営推進会議にお
いても、運営について意見や苦情を述べる機会を作っ
ている。利用者へも配慮し、アンケートを行い、意見
があれば運営へ意見を上げられるようにしている。

今後の継続

身体拘束の定義（厚生労働省告示第129号）をホーム
内に掲示し、ホーム内研修により運営者及び全職員が
正しく理解しており、身体拘束をしないケアに取り組
んでいる。玄関の施錠については、家族会からの申し
出により施錠している（防犯上と事故防止のため）。
また、その場で管理者は施錠を身体拘束の一種ととら
え施錠に対する弊害も説明している。防犯や事故のお
それの低いベランダは常に開錠している。散歩や洗濯
干しその他利用者が出入りしたいときは、このベラン
ダから出入りしている。

ホームの大きな理念の一つが身体拘束をしないケアの
実践であり、身体拘束の弊害を正しく理解し続けるた
めに毎年繰り返して研修を実施している。ホーム内の
数か所に身体拘束の意義(厚生労働省告示第129号)を
掲示し、いつでも意識できるようにしている。玄関の
施錠については、家族会からの申し出により施錠して
いる。また、その場で管理者は施錠に対する弊害も説
明している。防犯や事故のおそれの低い１Ｆの掃き出
しベランダは、常に開錠し、散歩や洗濯干しその他利
用者が出入りしたい時は、このベランダを利用してい
る。ベランダの開放で閉塞感は全く無い。

今後の継続
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

少なくとも毎月1回サブリーダー以上と管理者はミー
ティングを行う機会を設け、職員の運営に関する意向
を案件として検討している。また職員全員が集合する
ミーティングも設けている。利用者の状況を知る立場
にいる職員の相談、意見、提案を受けることにより、
働く意欲を向上させ、ストレスを軽減し介護の質の向
上に繋がっていくように努めている。また管理者と職
員の間では24時間体制で報告相談を受け付けている。

職員の意見については、原則的にミーティングで聞き
反映するようにしている。利用者の状況を知る立場に
いる職員の相談、意見、提案を受けることにより、働
く意欲を向上させ、ストレスを軽減し介護の質の向上
に繋がっていくように努めている。サブリーダー以上
と管理者はミーティングを、少なくとも毎月1回以上
行う機会を設け、職員の運営に関する意向を案件とし
て検討している。職員の管理者への報告や相談は24時
間受け付けている。資格に関する配慮、処遇改善、
キャリアパスについても対応しており、育休の制度も
ある。根本を利用者に置きつつ職員への配慮に努めて
いる。

今後の継続

グループホーム協議会で実施する職員交換研修に参加
するなど、同業者と交流の機会を得て職員のサービス
の向上をさせていく取り組みをしている。さらに管理
者は個人的に交流のあるグループホームの経営者や管
理者と相互訪問の機会を大事にし、情報の交換に努め
ている。

管理者はシフトや勤務状況を把握している。労働条件
については雇用契約を結び、労働基準にのっとった就
業規則を遵守し、互いに協力して誠実にその職務を遂
行ことで、職員各自が向上心を持って働けるように職
場環境・条件の整備に努めている。また休憩室にはﾃﾚ
ﾋﾞや冷蔵庫を設置して環境の整備を行っている。

年度当初に研修計画を立て、ホーム内外の研修を受け
る機会の確保をしている。研修時は、時間外手当がつ
き、休日にあたっているときは休日手当が支給され
る。就業年月により取得できる資格は、働きながら資
格の取得できる機会を提供し、就業証明書を作成して
いる。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居相談では、本人に事前面接を実施し困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための信頼関係の構
築に努めている。事前面接の時間の設定は午後
のお茶の時間帯にすることで、くつろげる雰囲
気作りに配慮している。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向け

て
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

ご家族による入居相談のときは、見学を依頼し
ご家族自身でホーム内の雰囲気を感じ取ってい
ただけるよう配慮している。見学時には家族が
困っていること、不安なこと、要望に耳を傾け
ながら信頼を構築できるよう努めている。

サービスの利用の開始するにあったて、支援の優先順
位やご家族の意向を汲んで必要なサービスが提供でき
るように幅広く情報を集めている。相談窓口である管
理者と社会福祉士としての立場で、緊急性や他の社会
資源を紹介するなども含めて検討するように努めてい
る。

利用者の持てる力を発揮できるように共同生活
をする中で、利用者を人生の先輩として生活の
知恵や生き方を学ばせていただくことにより、
支えあう関係を構築している。

家族と本人の絆を大切にしながら、利用者の今
後の人生を支えるために、職員は家族と緊密な
関係を築いている。

利用者が穏やかに暮らせるように、馴染みの人との面
会に制限を設けていない。外出、外泊も自由にでき
る。例えば故郷訪問、温泉旅行、彼岸･お盆のお寺参
りなどを通して、これまで培ってきた地域や社会、旅
先での人間関係を継続的・積極的かかわりを図ること
で、利用者が安心と納得を得られるよう支援してい
る。本人の行きつけの場所や、楽しみにしている場所
を訪れることで入居生活にもメリハリがつき不安が解
消されている。また近隣の住民と果実や野菜の収穫を
するなどの交流にも努めている。

利用者が入居前に築かれた馴染みの人や、場所との関
係継続を尊重し、相互の訪問など意向に沿った支援に
努めている。来訪は比較的多く、外出、外泊も自由に
している。故郷訪問、温泉旅行、彼岸･お盆のお寺参
りなどを通して、これまで培ってきた地域や社会、旅
先での人間関係を継続的・積極的に係わりを図ること
で、利用者が安心と納得を得られるよう支援してい
る。本人の行きつけの場所や、楽しみにしている場所
を訪れることで、入居生活にもメリハリがつき、不安
が解消されている。また、近隣の住民と果実や野菜の
収穫をするなどの交流にも努めている。

今後の継続
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

共同生活の中で利用者同士が主体的に献立を考
え、調理をはじめ台所仕事を行う。その他掃
除、洗濯、リネン交換、庭掃除、植栽などを得
手・不得手、体調、相性、など個別性と共同作
業やリスクなどを総体的に判断して支援するよ
うに努めている。またレクリエーションや社会
的リハビリの要素も考えながら、孤立する利用
者がいないようグループダイナミックスも活用
するよう努めている。

今期、サービス利用を終了したご利用者は、同
じ銀の鈴・虹の郷に移動された。移動された後
も２号館を社会資源の一つとして、２号館へ散
歩に来られたり、音楽療法に参加されたり、一
緒におやつを召し上がったりされている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

各職員は、常にご利用者様の日常生活における希望や
意向の把握に努めている。また日々の暮らしの中で表
情を汲み取るように勤め、個人カルテに記入し職員皆
が目を通している。把握が困難な場合でも基本情報や
アセスメントに照らし合わせ、ケアカンファレンスな
どにより、本人本位に検討している。

一人ひとりの思いや暮らし方、日常生活における希
望、意向の把握に努め、日々の暮らしの中での表情を
汲みとり、個人カルテに記入し、職員で共有し、活用
している。把握が困難な場合は、本人の基本情報やア
セスメントに照らし合わせ、ケアカンファレンスなど
により、本人本位に検討し、実施に努めている。 今後の継続

これまでの暮らしを入居時のアセスメントによ
り把握し、馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

通常の個人カルテの記録のほかに、バイタルな
ど焦点になる必要情報を抽出し、毎日それを記
録する事により、一人ひとりの暮らし方や、心
身状態、持てる力を具体的に把握するよう努め
ている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

ご利用者様、ご家族、関係者と話し合い、アセ
スメント、介護計画、実行、評価を繰り返し、
見直すことで、それぞれの意見を反映させ、画
一的なケアを排除し、個別ケアを重視した現状
に即した介護計画を作成している。

介護計画等については、ケアマネ協会の方式を採用
し、評価実績表を中心として、実績表に利用者の観
察、日常の課題、本人・ご家族の意向をすべて集約
し、これを基に介護計画書素案を作成し、利用者、ご
家族、関係者と話し合い、課題を検討し、介護計画、
実行、評価を繰り返し、見直すことで、それぞれの意
見を反映させ、画一的なケアを排除し、個別ケアを重
視した現状に即した介護計画を作成している。

今後の継続

個人カルテを、日勤、夜勤に分けて記録し、詳細に記
録が必要な時は、個人カルテ2号様式に記録してい
る。かつ、申し送りノートや管理者からの申し送りに
より、情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに
活かしている。

一人ひとり個別支援に取り組んでいる。家事手伝いが
好きな方、買い物が好きな方、散歩が好きな方など、
各々に応じて柔軟に支援の方法や多機能のサービス提
供するように取り組んでいる。また、たけのこ堀り、
ゴーヤ・大根・ほうれん草の栽培など、地域のボラン
ティアによるインフォーマルな支援とサービスにも取
り組んでいる。社会福祉士や栄養士、看護師の資格を
持った職員も在籍しており、多機能に取り組んでいる
努力の結果と考えている。

駐在所との連携、消防署の協力を得た避難訓練と消火
訓練の実施、マリンバやアルパの演奏会、地区セン
ター体育館での運動会、民生委員や区民会議の福祉部
会ボランティアの方の運営推進会議への参加、自治会
の発電機の貸付など、地域資源を取り入れ、安心・安
楽に過ごせるように支援している。

ご利用者様とご家族の希望により、馴染みの受
診先での医療を受けたり、内科一般、鍼灸師、
歯科医の往診により適切な医療を定期的に受け
られるよう医療体制を確立している。かかりつ
け医の通院の場合は、家族を介して情報交換を
確実にしている。

内科は月２回、歯科は口腔ケアを兼ねて週1回の定期
的な往診体制がある。緊急時などにも利用者と家族の
意向に沿った医療が受けられる体制が出来ている。緊
急時の契約外受診先については、かかりつけ医より紹
介状（医療情報提供書）の提供を受け受診している。
従来の主治医がある利用者は利用は自由にして頂き、
必要に応じて、家族の付添で通院している。看護師と
契約しており、月4回健康管理を実施してもらってい
る。鍼灸師も週1回訪問があり、希望者が利用してい
る。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

看護師は体調の把握や管理、アドバイスをして
いる。看護記録はご家族にも報告し、介護職員
は看護師と協働して個々の利用者が適切な受診
や看護を受けられるように、支援している。

入院された場合は、こまめに面会し、不安や不
穏のないように努めている。サマリーを提供し
病院との情報交換に努めている。入院中に食事
の介助のするために職員が通院したり、リハビ
リの様子を観察しに行き、退院後はホームでの
生活に即対応できるよう配慮している。

重度化に係る指針（重度化と終末期）により、
ご利用者様と、ご家族の希望を伺い、書面の提
出を受けている。ご利用者様が重度化、看取り
の必要が生じた場合、医療関係者と職員が協力
し、統一した意見の下でチームとしての支援に
取り組んでいる。

当ホームで終末期を迎える希望の同意書(重度化に係
る指針)がある場合、ご家族の希望に沿い、医療関係
者と職員が協力し、統一した意見の下でチームとして
の支援に取り組んでいる。老衰等、医療処置がない場
合には、方針を統一して、当ホームでの終末期ケアを
行なうこともある。

今後の継続

職員研修で｢事故防止の基本と危機意識｣につい
て全職員が学んでいる。喉の詰まった時、血糖
値が下がった時、など色々な急変や事故発生の
場面を想定し、レジュメと訓練によるホーム内
研修を行っている。

自治会と近隣の人々の協力により、ご利用者様
と共に、通報訓練と避難用具の使用による避難
訓練と、消火訓練を行った。非常食、飲料水、
オムツ等の備蓄をし、備蓄場所も数箇所に分散
している。また定期的に点検を行っている。

年２回避難訓練を実施している。訓練の際は、近隣住
民や自治会の参加協力を受け通報訓練・避難訓練・消
火訓練を実施している。東日本大震災以降、非常食、
飲料水、オムツ等の備蓄をし、備蓄場所も数箇所に分
散し定期的に確認を行なっている。開設時からスプリ
ンクラーは設置してある。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

常にご利用者様の人格を尊重し、呼称は様付け
でお呼びしている。敬語を使用し尊厳を守って
いる。ミーティングでは介助の方法や声かけに
ついて、プライバシーの確保や守秘を徹底する
ように学んでいる。記録等個人情報の取り扱い
には十分に配慮している。個人情報等、書類の
保管は２階多目的ホールの書類保管庫にて行
い、必ず施錠をし守秘の徹底に努めている。

人格の尊重とプライバシーの確保は運営方針として重
点的に取り上げている。敬語・呼称についてや、個人
情報の取り扱い、プライバシーの確保・守秘を、常に
職員に徹底・定着を図っている。個人情報の使用目的
と制限についてホーム内に掲示し、利用者と家族のプ
ライバシーへの守秘義務は、就業規則に明記し実践し
ている。記録等個人情報の取り扱いには十分に配慮
し、個人情報は２階多目的ホールの書類保管庫にて保
管し、必ず施錠をし、守秘の徹底に努めている。

今後の継続

ご利用者様が希望を表出できるよう、人間関係
を築き、傾聴、受容、共感を大切にし、個々の
ご利用者様に合わせた説明を行い、自己決定が
でき、納得しながら暮らせるように支援をして
いる。

職員の都合による業務を優先することなく、起
床時間や食事の時間、休息、入浴、散歩など、
個々のペースに合わせて、その日をどのように
過ごしたいか、希望に沿った日常の支援をして
いる。

ご利用者様の好みに合った服を着ていただいて
いる。月一回の理容師の訪問があり、毛染めや
パーマなど、希望に沿ったオシャレを支援して
いる。化粧をしたりご希望によりマニキュアを
している。

食材の買い物は、職員とご利用者様が一緒に行い、旬
の食材や、嗜好品を購入し、食事が楽しみなものにな
るように支援している。使い慣れた茶碗、はし、湯飲
みなど持参していただいている。ご利用者様と職員が
一緒に献立を考え食事作りや片づけを行い、持てる力
を活かしている。また、食事は職員も一緒に楽しく食
べるようにしており、介助する一方ではない。

献立は毎日、利用者と職員が一緒に決め、食材の買い
物は、職員と利用者が一緒に行き、旬の食材や、嗜好
品を購入し、食事が楽しみなものになるよう支援して
いる。使い慣れた茶碗、はし、湯飲みなど持参して頂
き、使用している。手伝いでは、利用者と職員が一緒
に食事作りや片づけをし、持てる力を活かしている。
また、食事は職員も一緒に楽しく食べるようにしてお
り、介助する一方ではないようにしているのを、食事
の同席にて確認できた。

今後の継続
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

食事を作るときは、個々の食べられる量を勘案しなが
ら食材の組み合わせによる栄養バランスを考えてい
る。水分は1日を通して必要量を確保できるように支
援している。また栄養士が個別に栄養サービスを作成
している。カロリー制限や疾病のあるご利用者には、
医師や看護師の指示により、食事を提供している。食
事・水分摂取量については、正確に記録をつけてい
る。

週一回の訪問歯科医による口腔ケアを実施して
いる。また、毎食後は必ず歯磨きをし、職員は
磨き残しの確認やフォローを行っている。夕食
後は義歯の消毒を実施している。

個々の排泄状況、パターンを把握し、定期的にトイレ
誘導に努め、可能な限りトイレでの排泄を促し、オム
ツの使用量を減らす努力をしている。また、居室にト
イレを設置していることで、特に夜間の排泄が間に合
わないことの防止になっている。気兼ねなく気持ちよ
く居室で排泄ができる。

個々の排泄状況、パターンを把握し、定期的にトイレ
誘導に努め、可能な限りトイレでの排泄を促し、オム
ツの使用量を減らす努力をしている。居室にはトイレ
が設置され、プライバシー保護に役立つと共に、特に
夜間の排泄が間に合わないことの防止になり、また、
気兼ねなく、気持ちよく居室で排泄ができるのは良
い。

今後の継続

食事には食物繊維を多く含むものを提供したり、水分
の補給のためにお茶、スポーツドリンクを使用して便
秘の予防に取り組んでいる。また、腸の動きを良くす
るマッサージ、体操、散歩を促しながら、個々の排便
パターンを把握したり、必要に応じて医師の指示で便
秘薬を使用している。

可能な限り、本人の意向に沿った方法（湯船やミス
ト、夏場のシャワー）や日時を考慮している。また羞
恥心や恐怖心等への配慮をし、担当職員や介助の方法
を変えている。季節により、菖蒲湯、ゆず湯、冬場は
入浴剤を入れるなど、入浴を楽しめるように支援して
いる。半身浴で好きな時間入浴されるご利用者様もお
られる。また入浴拒否があっても、職員が協力して、
入浴への負担感の軽減や、入浴がくつろぎの空間であ
ると言う気分の創出に努め入浴へつなげている。また
入浴を実施しない時でも足浴を行うようにしている。

本人の意向に沿った方法（湯船や夏場のシャワー）や
日時を可能な限り考慮している。また、本人の羞恥心
や恐怖心等への配慮をし、担当職員や介助の方法を変
えるなど配慮をしている。季節により、菖蒲湯、ゆず
湯などを使用し、冬場は入浴剤を入れるなど、入浴を
楽しめる工夫をしている。半身浴で好きな時間入浴さ
れる利用者もいる。入浴を拒否される場合は、職員が
協力して、入浴への負担感の軽減や、入浴が寛ぎの空
間であると言う気分に誘い、入浴へ繋げる支援に努め
ている。また、入浴を実施しない時でも足浴を行うよ
うに支援している。浴室には回転シャワーチェアーが
置かれている。

今後の継続
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

個々の休息のペースを掴み、日中希望があれば昼寝を
していただく。就寝時間は特に決まっておらず、体調
に合わせた希望の時間に寝ていただく。また、本人の
生活習慣を尊重し、起床時間も決まっていない。気持
ちよく休息できるよう寝具を清潔に保ち、ベット周り
の環境を整えている。また日中の活動や日光浴も行っ
ている。

薬局からの効能書きを個別にファイルし、職員は、薬
の目的、副作用、用法用量について十分に理解できる
よう服薬マニュアルを作成している。特に医師の指示
で薬が変わった時には、記録や申し送りを確実に行っ
ている。職員は服薬の支援と症状の変化の確認に努
め、医師や看護師や薬剤師に相談できる体制となって
いる。

各々の生活歴や有する力を活かして、家事や庭
仕事の支援を行っている。耕作、野菜の収穫、
動物介在介護（抱く、散歩する）音楽療法など
行っている。また、お花見や各種行事(運動会や
演奏会や食事会)はよい気分転換になっている。

個々の希望に沿って自由に散歩に出かけられる体制と
なっている。散歩に出かける方、戸外で日光浴をされ
る方、職員と買い物に出かける方、家事の手伝いにで
かける方、家族との温泉旅行での外泊、ドライブ、法
事での地方のお墓参りなど利用者本位のこれまでの生
活を継続した外出支援を行っている。また、昔住んで
いた馴染みの土地に行かれる方、車椅子の方も外出さ
れている。また、果物や野菜の収穫など地域の方々の
協力で外出される時もある。

個々の希望に沿って自由に散歩に出かけられる体制と
している。散歩に出かける方、戸外で日光浴をする
方、職員と買い物に出かける方、家事の手伝いにでか
ける方、家族との温泉旅行での外泊、ドライブ、法事
での地方のお墓参り等、夫々の利用者本位の支援を
行っている。日向ぼっこは天気さえ良ければ毎日行
なっている。また、昔住んでいた馴染みの土地に行か
れる方、車椅子の方も外出されている。また、地域の
方々の協力を得て果物や野菜の収穫などで外出を支援
することもある。

今後の継続

家族が持参されている。また、必要となったも
のは話をして持参していただいている。あるい
は立て替えにより請求している。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

フロアーに一台、ご家族様にのみ番号を開示している
電話を設置し、いつでも掛けていただける。また、ご
利用者様の申し出があったら、自由に使用していただ
けるよう支援している。手紙のやり取りも自由にでき
るよう支援している。

リビングは、掃き出しの窓になっており、四季のの風
物を堪能できるようになっている。季節の切花、植
木、観葉植物を常に飾っている。また、正月飾り、雛
人形、節句人形、お月見のお供えなど、季節の風習を
取り入れ季節感を味わっている。運営推進委員会でも
行事・お楽しみ会・お誕生会などの写真が貼ってある
ことが楽しみと空間認識ができてよいとの意見が出
た。共用空間は絶えず清潔を心がけ、毎日掃除を徹底
している。業務上生じる不快な音は極力排除する心が
けをし、24時間空気清浄機を稼動し、温度・換気・湿
度の管理を徹底し、心地よく過ごせる工夫している。
採光もカーテンや直接光・間接光・昼白色・電球色を
考えながら調節している。また、飾りつけも華美にな
らないように気をつけ、家庭的な雰囲気つくりに気を
つけている。

リビングは、掃き出しの窓になっており、四季の風物
を堪能できるようになっており開放感がある。リビン
グには、季節の切花、植木、観葉植物が常に飾ってあ
り、また、季節の風習を取り入れ（門松、雛人形、節
句人形、お月見のお供え等）季節感と感性を醸す配慮
をしている。壁には行事・お楽しみ会・お誕生会など
の写真が貼ってあり、会話を誘い、運営推進委員会で
も空間認識ができてよいとの意見が出ている。共用空
間は毎日掃除が徹底され清潔が保たれている。また、
自由にテーブル、椅子を配置し、それぞれに居場所を
確保できるよう配慮している。不快な音は極力排除す
る心がけ、24時間空気清浄機を稼動し、温度・換気の
管理を徹底している。採光はカーテンや直接光・間接
光・昼白色・電球色に配慮し、調節している。また、
飾りつけは家庭的な雰囲気つくりとして随所に気配り
が見られる。

今後の継続

共用空間では気のあった利用者同士で過ごせるよう自
由にテーブル、椅子を配置している。また、会話を楽
しみたい方、テレビを見たい方、音楽を聴きたい方そ
れぞれに居場所を確保できるようにしている。音楽療
法や風船バレーなどサービスに応じて席も自由に移動
している。また廊下にも椅子を置き、気の合った方同
士座って語らえるように、あるいは1人でもくつろげ
るようにしている。2階のベランダや多目的室も活用
している。

本人が家庭で使い慣れたものや、思い出のあるものを持参
して、思い思いに家具の配置やコーディネートを行い、そ
の人らしい居室で心地よく過ごす工夫をしている。例え
ば、仏壇、タンス、鏡台、時計、家族の写真など、自宅使
用の馴染みのものを持参している。

居室は、トイレが設備されており、持ち込みについては、
家庭で使い慣れたものや、仏壇、タンス、鏡台、時計、家
族の写真など、馴染みのものを持参して頂き、本人の思い
思いに家具の配置やコーディネートが成され、心地よく過
ごせるよう工夫されている。居室ドアの表札には「分かる
こと」を活かす工夫をしている。

今後の継続

廊下、階段、共同トイレ、浴室、居室トイレには手す
りを設置している。エレベーターが設置されている
が、身体機能に応じて使用している。両側に手すりが
ある階段は自発的なリハビリの場になっている。また
居室ドアの表札など「分かること」を活かす工夫をし
ている。浴室には回転シャワーチェアーを置いてい
る。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



事業所
グループホーム
　　　　銀の鈴２号館

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 35

ホームからの避難訓練だけ
でなく、大規模災害を想定
して、地域の避難場所（小
学校など）まで、利用者を
誘導できるか。

車椅子の利用者も地域の避
難場所に速やかに避難誘導
できるようになる。

１年間

2 35
災害時の飲料水、食料、防
寒対策のための備品を更に
充実させたい。

体温を保持するためのシー
トやカイロを備える。

１年間

3 35
地域の給水所までの経路確
認と、水をホームまで持っ
て帰れるか。

地域の給水所まで速やかに
辿り着き、ポリタンク等に
入れた水を台車でホームま
で運べるようにする。

１年間

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

実際に車椅子を使って、訓練
を実施する。

予算を組んで順次購入してい
く。食料等の期限も定期的に
点検する。

実際に台車等を使用して訓練
を実施する。

目　　標

平成24年2月1日
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